
「国内投資拡大のための官民連携フォーラム」
結果概要

令和５年４月１９日

経済産業政策局
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立谷 秀清 全国市長会会長
荒木 泰臣 全国町村会会長

※★団体からプレゼン

⚫ 政府と経済界、地方団体等が一堂に会し、政府支援を背景とした全国各地における力強い投
資の伸びを確認。経団連は、2027年度115兆円超の投資目標を発表。

⚫ 持続的な賃上げ、地域活性化、少子化対策等のためには国内投資の一層の加速が必要であ
ることを官民の共通認識とし、それに向けた民間の要望事項を、骨太方針や成長戦略に反映する
ことで、投資を拡大していく取組を実行していく方針を総理から表明。



（備考）上図は日本銀行「全国企業短期経済観測調査」により作成。全規模全産業のソフトウェア・研究開発を含む設備投資額（除く土地投資額）。
なお、ソフトウェア・研究開発を除き、土地を含む設備投資額では、2023年度の伸び率（前年度比+3.9%）は1983年度の調査開始以来過去最高。2022年度の実績

見込み（+11.4%）は歴代4位の水準。
（出所）国内投資拡大のための官民連携フォーラム（2023年4月6日）後藤経済再生担当大臣提出資料。
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設備投資計画から伺える企業の力強い投資意欲

⚫ 企業の設備投資計画について、2022年度実績見込みは前年度比+11.0%と過去最高の伸び率

⚫ 2023年度計画についても前年度比+4.4%と、当初計画として過去最高の伸びが予測されている。



半導体
ソニーセミコンダクタ
マニュファクチャリング
883億円

蓄電池
信越化学

蓄電池
トヨタ自動車/
豊田自動織機

半導体
キオクシア等
2788億円

蓄電池
住友金属鉱山
470億円

半導体
富士電機

半導体
AGCエレクトロニクス

物流
富岳通運
242億

半導体
デンソー岩手

半導体
JSR

医薬品
小林製薬
200~250億円

半導体
キオクシア岩手
553億円

バイオ
タウンズ

半導体
デンソー
131億円

バイオ
AGC

蓄電池
東芝

蓄電池
エンビジョンAESC
1000億円超

バイオ
富士フイルム

バイオ
第一三共

バイオ
塩野義製薬
223億円

バイオ
ARCALIS

蓄電池
東北村田製作所

バイオ
阪大微生物病研究会

蓄電池
クレハ

半導体
SUMCO
2015億円の内数

化学
双日・メキシケム
ジャパン

バイオ
KMバイオロジクス

蓄電池
半導体
バイオ・医薬品
金属・素材
再生可能エネルギー
化学
物流

半導体
三菱電機

再生可能エネルギー
JFEエンジニアリング
382億円

物流
歯愛メディカル
210億円

半導体
東芝デバイス＆
ストレージ
（加賀東芝エレ
クトロニクス）

バイオ
JCRファーマ
200億円

半導体
ミツミ電機
108億円

再生可能エネルギー
JFEスチール

蓄電池
プライムプラネットエナジー＆
ソリューションズ/トヨタ自動車
4000億の内数

化学
カネカ

バイオ
ニプロファーマ

蓄電池
日本重化学工業

半導体
凸版印刷

経済産業省の令和２年度・令和３年度補正予算の国内投資支援策
＜ＤＸ＞・先端半導体の国内生産拠点の確保（R3補正 6,170億円）

＜ＧＸ＞・ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ上不可欠性の高い半導体の生産設備の脱炭素化・刷新事業（R3補正 470億円）

・蓄電池の国内生産基盤確保のための先端生産技術導入・開発促進事業（R3補正 1,000億円）

＜健康＞・ﾜｸﾁﾝ生産体制強化のためのバイオ医薬品製造拠点等整備事業（R3補正 2,273.8億円）

・マスク・アルコール消毒液等生産設備導入補助事業（R2補正 29.1億円）

・アビガン・人工呼吸器等生産のための設備整備事業（R2補正 87.7億円）

・感染症対策関連物資生産設備補助事業（R2補正 22.1億円）

＜その他＞・サプライチェーン対策のための国内投資促進事業費補助金（R2補正等 5,168億円）

・中小企業等事業再構築促進事業（R2・R3補正 1兆7,608億円）

※掲載した予算事業で採択された案件のうち、一定額以上の案件を掲載。自社HP等からの引用含む。

蓄電池
BASF戸田
バッテリー
マテリアルズ

半導体
JASM
86億ドル

蓄電池
三洋・
パナソニックエナジー

令和2年度・令和3年度補正予算により、既に動き出している主な国内投資案件

医薬品
健栄製薬
129億円

バイオ
タカラバイオ

半導体
マイクロンメモリジャパン
1394億円

半導体
レゾナック

半導体
ルネサスエレクトロニクス
124億円

金属
JX金属
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再生可能エネルギー

医療

宇宙産業

データセンター

半導体まちづくり

北海道経済連合会

再エネ海域利用法の案件形成状況
（一定の準備段階に進んでいる地域）

【京セラコミュニケーションシステム㈱】
再エネ100％・データセンター新設／石狩市
開業：2024年秋

【SPACE COTAN㈱／大樹町】
ロケット射場ほか建設／大樹町
着工：2022年9月

【合同会社グリーンパワー石狩】
洋上風力発電設備（約10万kW）／石狩市
投資額：約740億円
商業運転：2023年12月

【勇払エネルギーセンター合同会社】
バイオマス発電設備（約7.5万kW）／苫小牧市
運転開始：2023年2月2日

【五洋建設㈱室蘭製作所】
洋上風力基礎・仮設鋼構造物製造工場
新設／室蘭市
竣工：2022年10月6日

【北海道新幹線延伸等による再開発】
商業施設、ホテルほか再開発／札幌市

【㈱ファイターズスポーツ＆エンターテイメント】
北海道ボールパーク(球場ほか）新設／北広島市
投資額：約600億円
開業：2023年3月14日

次世代半導体・製造工場新設／千歳市
投資額：約5兆円
竣工：試作ライン完成：2025年

量産製造開始：2020年代後半

電気自動車
【ダイナックス㈱】
EV用モーター製造設備導入／苫小牧市
導入：2023年

（最大12ラインまで拡張予定）

【㈱カネカ】
医療機器製造工場新設／苫小牧市
投資額：約100億円
竣工：2024年５月

（参考）北海道における投資拡大の現状
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○ 多くの洋上風力の適地があり、再エネ利用法の促進地域の指定個所がある日本海側では、洋上風力が
商業運転を開始した。

○ また、岩手県内、新潟県内では、半導体関連の新規投資案件が公表されている。

東京エレクトロン テクノロジーソリューションズ(株)
・総投資額：約220億円
・建設場所：岩手県奥州市
・着工予定：2024年春 頃
・操業予定：2025年秋 頃
・製造品目等：熱処理成膜装置・枚葉成膜装置、

物流倉庫

秋田洋上風力発電(株)
・商業運転開始：2023年１月（全体）
・総投資額：約1,000億円
・建設場所：秋田県（秋田港、能代港）
・建設設備：風力発電設備

設備投資案件の動向（公表情報）

秋田洋上風力発電(株)

(株)愛工機器製作所
・総投資額：90億円
・建設場所：新潟県新発田市
・稼働時期：2025年7月以降順次
・設備内容：パッケージ基板用コアの

生産設備

1

キオクシア岩手(株)
・総投資額：１兆円規模
・建設場所：岩手県北上市
・着工時期：2022年4月
・竣工予定：2023年度
・生産品目：半導体・３次元フラッシュメモリー等

東京エレクトロン(株)
・総投資額：約470億円
・建設場所：宮城県大和町
・竣工予定：2025年春
・建設設備：半導体製造装置開発棟

日揮ホールディング(株)
・総投資額：約100億円
・建設場所：宮城県富谷市
・竣工予定：2024年度内
・生産品目：パワー半導体用窒化ケイ素基盤等

東京応化工業(株)
・総投資額：約90億円
・建設場所：福島県郡山市
・竣工：2022年
・建設設備：半導体材料品質検査棟

：2023年3月以降の
投資公表案件

（参考）東北地方・新潟における投資拡大の現状
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１

電子部品・デバイス

【加賀東芝エレクトロニクス(株)】
内容:パワー半導体製造工場の新設
場所:石川県能美市 投資額:2000億円 稼働：2024年度内
※令和2年度予算SC対策のための国内投資促進事業費補助金

【(株)KOKUSAI ELECTRIC】※東京都本社
内容:半導体製造装置工場の新設
場所:富山県砺波市 投資額:240億円 竣工:2024年

【石川サンケン(株)】
内容:パワーモジュール製造ラインの増設
場所:石川県志賀町投資額:100億円 稼働:2021～2024年度
※SC上不可欠性の高い半導体生産設備の脱炭素化・刷新補助金

【信越化学工業(株)】※東京都本社
内容:半導体、EV向け高機能シリコーンの増産
場所:福井県越前市 投資額:800億円の内数
稼働:2025年までに順次稼働

【TANIDA(株)】
内容:半導体製造装置、航空機エンジン等向け部品工場の新設
場所:石川県かほく市 投資額:35億円 開所:2022年7月
※SC対策のための国内投資促進事業費補助金

医薬品

【ダイト(株)】
内容:原薬棟、研究棟、製剤棟の新設、包装ラインの新設
場所:富山県富山市 投資額:132億円 稼働:2023年1月～

【東洋紡(株)】※大阪府本社
内容:PCR検査試薬・遺伝子診断薬原料製造棟の新設
場所:福井県敦賀市 投資額:65億円 稼働:2024年11月
※SC対策のための国内投資促進事業費補助金

【富士フイルム富山化学(株)】※東京都本社
内容:バイオ医薬品、mRNA・組換タンパクワクチン製造等新設
場所:富山県富山市 投資額:数百億円 稼働:2026年度
※ワクチン生産体制強化のためのバイオ医薬品製造拠点等整備事業

【富士製薬工業(株)】※東京都本社
内容:マルチシリンジ生産ラインの新設、注射剤工程の増強等
場所:富山県富山市投資額:120億円 竣工:2023年8月～

北陸新幹線

【敦賀駅再開発】
内容: JR敦賀駅西口にホテル、書店、公園等の複合施設の建設
場所: 福井県敦賀市 投資額:30億円 開業:2022年9月

【越前たけふ駅再開発】
内容: 道の駅の建設
場所: 福井県越前市 投資額:31億円 開業:2023年3月

【福井駅再開発】
内容: JR福井駅西口にホテル等の建設
場所: 福井県福井市 投資額:449億円 開業:2024年春

電気自動車

【福井鋲螺(株)】
内容:EV・HV用電池向け部品工場の新設
場所:石川県加賀市 投資額:75億円 稼働:2023年夏以降

【進工業(株)】※京都府本社
内容:EV向け薄膜抵抗器生産ラインの増設
場所:福井県小浜市 投資額:70億円 稼働:2024年4月

【キョーリン製薬ホールディングス(株)】※東京都本社
内容:内服固形剤製造工場の新設 ※既存工場の移管を含む
場所:富山県高岡市 投資額:100億円 稼働:2024年4月

【立山科学(株)】
内容:EV等向け温度制御センサー工場の新設
場所:富山県富山市 投資額:24億円 稼働:2022年5月

（参考）北陸の投資拡大の現状

【タカノギケン(株)】
内容:EV用電装品生産工場の新設
場所:富山県富山市 稼働:2022年7月

【(株)金沢村田製作所】
内容:EV車載部品用慣性センサー生産設備の移管
場所:石川県能美市 投資額:150億円 稼働:2027年までに
※SC対策のための国内投資促進事業費補助金

生産用機械・金属製品等

【(株)スギノマシン】
内容:微粒化装置の生産・微粒テストセンターの新設、本社移転
場所:富山県滑川市 投資額:15億円 稼働:2021年5月本社
移転は2022年10月
※NEDO炭素循環社会に貢献するセルロースナノファイバー関連技
術開発

【YKKAP(株)】
内容:工場のスマートファクトリー化、内装材の増産等への投資
場所:富山県滑川市・黒部市 投資額:2000億円の内数
稼働:2023～2030年度

内容:樹脂窓生産ラインの増強、ガラス加工用工場・自社ビル新設
場所:富山県滑川市・黒部市投資額:124億円
稼働:2022年6月～2024年度中

【(株)不二越】※東京都本社
内容:小型建設機械向け油圧機器生産ラインの増強
場所:富山県滑川市 稼働:2022年度中

【澁谷工業(株)】
内容:ボトル充填機組立工場の新設
場所: 石川県能美市 投資額: 75億円 稼働:2023年1月

【高松機械工業(株)】
内容:工作機械製品生産工場の新設
場所:石川県白山市 投資額:32億円 稼働:2022年４月

【中村留精密工業(株)】
内容:工作機械製品生産工場の新設
場所:石川県白山市 投資額:26億円 稼働:2023年８月

【(株)小林製作所】
内容:半導体製造装置向け部品工場の新設
場所:石川県能美市・白山市 稼働:2022年夏～2024年春
※SC対策のための国内投資促進事業費補助金／事業再構築補助金

（※）各社ホームページ、新聞記事をもとに

北陸経済連合会が作成
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〇中部５県は安定的な「ハイティーン投資圏域」（対全国比で17％程度）
〇中部５県の名目設備投資額（県民経済計算ベース）は、2022年度（試算値）にコロナ前のピーク（2018年度16.1兆円）超えの可能性も
〇電動化や半導体関連、カーボンニュートラル、自動化・省力化対応の投資が牽引。インバウンド等を見据えた観光・宿泊関連投資も相次ぐ

①トヨタ自動車㈱【愛知県みよし市ほか】4,000億円
EV向け電池生産体制強化（2024～26年生産開始予定）

②㈱アイシン【愛知県安城市】1,000億円
EV部品対応に向けた生産ライン増設等（2022～2025年度）

③㈱豊田自動織機【愛知県東浦町】300億円（愛知県大府市の工場分を含む）
車載電池製造ライン新設、電動コンプレッサー生産増強（2022年10月稼働開始）

④スズキ㈱【静岡県牧之原市】140億円
EV・自動運転など次世代技術開発加速に向けた相良工場拡張の用地取得

⑤㈱鈴木【長野県須坂市】30億円
電動化・電装化対応のワイヤーハーネス自動組立装置の新工場建設（2022年12月竣工）

⑥日本特殊陶業㈱【愛知県小牧市】10億円
EV向けセラミック製軸受け部品の生産拡大 ㉕㈱JERA、㈱IHI、三菱重工業㈱【愛知県碧南市】452億円

アンモニア混焼火力発電技術研究開発・実証事業（ NEDO事業：GI基金を
活用。2021年6月～28年まで）

㉖JERAパワー武豊合同会社【愛知県武豊町】
木質バイオマス燃料の混焼を取り入れた高効率な石炭火力発電所（2022年
8月運転開始）

㉗ナブテスコ㈱【静岡県浜松市】470億円（2022～2026年）
精密減速機の新工場[自動化率90％]建設（2022年9月着工～2023年10月
竣工予定）

㉘㈱アイエイアイ【静岡県静岡市】250億円
新本社、電動アクチュエーター関連工場[自動化率60％]建設（2023年9月
完成予定）

㉙㈱アルプス物流【愛知県小牧市】
輸送効率向上及びCO2排出量削減を図る新倉庫建設（2023年2月着工、
2024年1月竣工予定）

㉚㈱青山製作所【岐阜県中津川市】
省エネルギー熱処理炉の導入（2023年2月、2024年2月導入予定）

㉛㈱大野ナイフ【岐阜県関市】
自動研磨機や研削盤、供給ロボット導入による自動化・IT化（2023年度）

㉑㈱日本セレモニー（TIAD, オートグラフ コレクション）【愛知県名古屋市】
ラグジュアリーホテル、全客室50 ㎡以上（2023年開業）

㉒中部日本ビルディング㈱（ロイヤルパークホテルズ）【愛知県名古屋市】
再開発中ビルの高層階に250室設置（2024年開業）

㉓興和㈱（エスパシオ・ナゴヤキャッスル）【愛知県名古屋市】275億円
ラグジュアリーホテル（2025年開業）

㉔三菱地所㈱（コンラッド（ヒルトンホテル））【愛知県名古屋市】150億円
ラグジュアリーホテル（2026年開業）

⑦キオクシア㈱【三重県四日市市】1兆円［経済対策施策活用］
NAND型フラッシュメモリー新工場建設（2022年10月竣工）

⑧イビデン㈱【岐阜県大垣市】1,800億円
IC基盤パッケージ等生産能力増強に向けた新棟建設・用地取得（2023年度竣工予定）

⑨新光電気工業㈱【長野県中野市、千曲市】計1,400億円
セラミック静電チャック（半導体製造装置基幹部品）の生産ライン増強及び高丘工場内
新棟、千曲新工場建設と他工場の増強等（2022～2025年度）

⑩㈱ディスコ【長野県茅野市】計400億円
半導体製造（研削装置等）の生産ライン増強及び新工場建設・用地取得（2023年度～）

⑪FICT㈱【長野県長野市、上水内郡信濃町】計300億円 （2022～2024年度）
半導体パッケージ基板の加工能力増強等対応の工場新棟建設、製造ラインの整備

⑫三菱電機㈱【愛知県尾張旭市】130億円
FA制御システム製品生産体制強化に向けた新工場建設・用地取得（2025年4月稼働予定）

⑬メルクエレクトロニクス㈱【静岡県掛川市】120～135億円
半導体製造などに必要な化学材料の製造・研究開発拠点の生産能力増強（～2025年）

⑭富士電機㈱【長野県松本市】
８インチウェハ用生産設備の増強

⑮日本ガイシ㈱【愛知県名古屋市】100億円
新研究開発棟建設（2025年6月稼働予定）

⑯㈱FUJI【愛知県岡崎市】100億円
電子部品実装ロボット生産能力増強に向けた新工場建設（2024年9月稼働開始予定）

⑰浜松ホトニクス㈱【静岡県浜松市】75億円
半導体製造・検査装置、光半導体素子の後工程の生産能力増強及び新工場建設（2023年3月
着工～2025年3月竣工予定）

⑱古河電気工業㈱【三重県亀山市】70億円
半導体製造用テープの製造及び販売（2025年4月稼働開始予定）

⑲㈱USJC、㈱デンソー【三重県桑名市】［経済対策施策活用］
パワー半導体競争力強化対応の設備増強、IGBT生産ライン新設（2023年上期生産開始予定）

⑳㈱バルカーメタルテクノロジー【愛知県田原市】［経済対策施策活用］
半導体洗浄薬液タンク新工場建設（2025年1月竣工・生産開始予定）

大規模水素・アンモニアサプライチェーン構築事業（先行的取り組み：上記㉕）・・・概要：P2
⇒ 推進主体：中部圏水素・アンモニア社会実装推進会議【自治体、経済団体、中部圏水素利用協議会(20社)、㈱JERA】

◎中部圏次世代モビリティの社会実装： COI-NEXT(※)にて「CAMIP」「Ｍap-NAGOYA」を推進
※文部科学省科学技術振興機構（JST）「共創の場形成支援プログラム」

★トヨタ「コネクティッド・シティ」プロジェクト【静岡県裾野市】
トヨタ自動車東日本㈱ 東富士工場跡地（約70.8万㎡）に実証都市「Woven City」を設置（2021年2月着工）

①、②、③、⑥、⑫、⑮、⑯、⑳、
㉑、㉒、㉓、㉔、㉕、㉖、㉙、㉜

⑧、㉚、㉛

⑤、⑨、⑩、⑪、⑭

④、⑬、⑰、㉗、㉘

⑦、⑱、⑲

＜電動化関連＞

＜半導体関連＞

＜カーボンニュートラル/自動化・省力化関連＞

＜観光・宿泊＞

㉜三菱重工航空エンジン㈱【愛知県小牧市】数十億円 航空機エンジン整備工場増築及び機械設備導入（2023年）

★

今後の投資拡大が見込める産学官連携による取り組み

（出所）公表情報のほか、中部経済産業局、関東経済産業局の協力によりとりまとめ

＜航空機関連＞

（参考）中部地方における投資拡大の現状
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（参考）関西地域における投資拡大の現状①
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（参考）関西地域における投資拡大の現状②
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（参考）中国地方における投資拡大の現状
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香川県

徳島県

愛媛県

今治造船㈱丸亀事業本部西多度津事業部
【多度津町・LNG燃料タンク製作】

○施設整備（2023年3月稼働）

★ショーワグローブ㈱
【香川県・令和2年度3次補正サプライチェーン対策のための国内投資促
進事業費補助金・ゴム手袋】

阿波製紙㈱
【小松島市・逆浸透膜（RO膜）用支持体等・約90億円】

○新工場（2024年12月竣工予定）

★住友金属鉱山㈱
【愛媛県・令和2年度3次補正サプライチェーン対策のための国内投資促
進事業費補助金・電動車関連（車載用電池関連） 】

ユナイテッドシルク㈱
【今治市・蚕の飼育から原料抽出までを行う一気通貫工場】

○新工場（2022年5月稼働）

高知県

★(一財)阪大微生物病研究会
【香川県観音寺市・令和3年度補正ワクチン生産体制強化のためのバイ
オ医薬品製造拠点等整備事業・有事に製造する治験用ワクチン（ウイル
スベクター、組換えタンパク、不活化、弱毒生、核酸）】

神山まるごと高専
【神山町・学校教育・設立資金約24億円、学生の学費等無償化基金
約100億円超】 ○新設高専（2023年4月開校）

丸住製紙㈱大江工場
【四国中央市・ペーパータオル等の衛生用紙・約90億円】

○生産設備（2023年3月稼働）

★三洋電機㈱
【徳島県・令和2年度3次補正サプライチェーン対策のための国内投資促
進事業費補助金・定置用蓄電池】

★住友大阪セメント㈱
【高知県・令和4年度補正サプライチェーン対策のための国内投資促進事
業費補助金・亜歴青炭含む歴青炭（代替原燃料に転換するための設
備） 】

阿佐海岸鉄道株式会社
【海陽町・世界初DMV】

○世界初となるDMVの営業運行（2021年12月開業）

住友化学㈱愛媛工場
【新居浜市・アクリル樹脂（PMMA、ポリメチルメタクリレート）のリサイクル実
証設備】 ○実証設備（2023年春サンプル提供開始予定）

住友重機械イオンテクノロジー㈱愛媛製造所
【西条市・イオン注入装置・約120億円】

○新工場（2022年10月竣工）

帝人フロンティア㈱松山事業所
【松山市・医療用ガウン・約20億円】

○国内一貫生産工場新設（2022年12月稼働）

★施策活用

地域の特色ある投資

TheMana Village（ザマナ ヴィレッジ）
運営会社：⼟佐清⽔リゾート合同会社
【土佐清水市・老舗旅館を高級リゾート施設として再生・約3億円】

○高級リゾート施設（2022年2月オープン）

主要な投資

四国化成工業㈱丸亀工場、徳島工場北島事業所
【丸亀市(丸亀工場)・不溶性硫黄・約45億円】

○新プラント（2024年12月生産開始予定）
【北島町(徳島工場北島事業所)・塩素化イソシアヌル酸・約16億円】

○生産能力増強（2023年10月稼働予定）

大倉工業㈱仲南工場
【まんのう町・偏光板の保護用アクリルフィルム製造設備の導入・約62億円】

○仲南工場H棟の新設（2024年1月業務開始予定）

㈱プロテック
【高松市・半導体製造装置用のプロセスチャンバ部品や半導体洗浄装置用
部品などの製造】 ○新工場（2022年12月稼働）

㈱ミロク
【南国市・猟銃事業の増産、BCP対策】

○工場建設用地取得

レンゴー㈱愛媛東温工場
【東温市・段ボールシート、ケースの製造・販売・約140億円】

○新工場（移転）（2024年1月操業開始予定）

日亜化学工業㈱鳴門工場
【鳴門市・LED応用製品の生産・約160億円】

○新生産棟（2020年5月竣工）

（参考）四国地方における投資拡大の現状
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（参考）九州地方における投資拡大の現状（①半導体分野）
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（参考）九州地方における投資拡大の現状（②半導体分野以外）
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（参考）経団連・十倉会長の説明のポイント
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⚫ 我が国経済にダイナミズムを取り戻すには、構造的な賃金引上げを通じた「分厚い中間層の形成」と、「国内
投資の拡大」が不可欠。特に、地域の投資拡大は、成長分野をはじめとする雇用機会を創出。稼げる仕事、
豊かな暮らしを選択できる社会の構築を通じて、若者の地域への定着、さらには、少子化対策にも資すること
が期待。

⚫ 今回、民間としては、「2027年度115兆円」という過去にない⽔準の設備投資の目標を掲げた。この目標
に向けては、官民連携での取り組みが肝要。

⚫ 従来の規制緩和や減税といった政策に加えて、社会課題解決にターゲットを絞って、政府による財政支出を
行い、民間投資を促すことが重要。また、財政支出にあたっては、中長期の視点から、複数年度にわたる政府
のコミット、その裏付けとなる将来の財源、官民連携の推進等を具体化し、企業が予見可能性をもって、継続
的に投資を行なえるようにすることが肝要。



（参考）日商・小林会頭の説明のポイント
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⚫ 中小企業の景況は、活動回復に伴い足下では改善しているが、物価高などのコスト増に加え、人手不足が深
刻化し、先行き懸念の高まり。

⚫ 中小企業の設備投資については、新事業展開など攻めの投資拡大も見られ、こうした動きをいかに後押しして
いくかが鍵。

⚫ そのためには、価格転嫁を商取引で習慣化・定着させること、地域の中堅・中小企業、小規模事業者の自己
変革への挑戦を後押しすること、外需の取込みや国内投資の促進などが重要。

⚫ 国内投資の拡大により、地方に良質な雇用を創出し、所得向上など経済の好循環を図ることが、少子化対策
にも有効。



先端半導体の製造拠点整備に係る経済効果

⚫ ５G促進法による認定事業（熊本のTSMC、三重のキオクシア）について、経済効果分析を実施。

– ①直接評価モデル：税収効果は直接的な効果のみで最大助成額と同等程度。

– ②産業連関分析：GDPへの正の影響は約4.2兆円。

– ③CGEモデル：GDPへの正の影響額は約3.1兆円。

経済モデル GDP影響額 雇用効果（延べ） 税収効果等

①直接評価モデル ‐ 約3.6万人 約6,000億円

②産業連関分析
約4.2兆円

経済波及効果は9.2兆円
約46.3万人 約7,600億円

③CGEモデル 約3.1兆円 約12.4万人
約5,855億円

約9,793億円（社会保障負担含む）

分
析
対
象

事業者 生産対象 場所 設備投資額 最大助成額

TSMC・JASM 先端ロジック 熊本県菊陽郡菊陽町 86億ドル規模 4760億円

キオクシア等 メモリ（NAND） 三重県四日市市 2,788億円 929.3億円

＜結果概要＞
（※）対象期間：事業実施期間（設備投資期間＋継続生産期間（10年間））

✓工場稼働の2024年から2年間の経済波及効果：1兆8,000億円

✓2022年から31年までの10年間の経済波及効果：4兆2,900億円

✓雇用効果：JASMの直接雇用1,700人を含めて、全体で約7,500人

【参考】ＪＡＳＭによる熊本への投資による経済波及効果試算（調査実施：九州フィナンシャルグループ）

（※）現状の日本経済を前提とした分析であり、実際の経済波及効果は今後の市場の状況等によって変動する点に留意。
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⚫ 国内投資を促す強力なインセンティブ

• 主要各国の産業政策に劣後することなく、社会課題解決に絞って財政支援を行うとの考え方が重要。企業が予見可
能性をもって継続的に投資を行なえるよう、中長期の視点から複数年度にわたる政府のコミットが肝要（経団連）

• 単年度ではなく、複数年度にわたる補助金制度の運用を拡大 （同友会）

＜ＧＸ＞
• 水素アンモニアや洋上風力等の研究開発・実証拠点への支援、将来市場獲得に向けた国際標準化の推進（商取引・

契約等、運搬船関連設備、燃焼利用機器仕様等の技術） （北海道、東北、中部、中国） （中部）

• コンビナートにおける複数社の水素アンモニア共同調達・ﾃﾞｰﾀ共同利用等に関する独禁法の取扱の柔軟化（中国）

＜ＤＸ＞
• 次世代半導体工場の建設・操業、研究開発・人材育成などの関連事業整備に向けた強力な支援（北海道）

＜その他＞
• 次世代モビリティ実現に向けた車両・道路・通信の共通プラットフォーム化、革新的な産学官連携の構築（中部）

• 観光分野における高付加価値化や生産性向上への支援（中国）

世界最高⽔準の投資・事業環境の整備

民間団体からの主要な要望事項のポイント①

⚫ 国内投資を円滑化する環境整備・規制緩和

• 農地や市街化調整区域といった土地利用調整の円滑化（九州）

• 大規模拠点の新設に当たっての建築基準法の緩和・認可申請の迅速化（同友会）

⚫ 産業インフラへの徹底投資

• 工業用水を推進する自治体等への財政支援、幹線道路等交通ネットワークの強化（北陸・中部・九州）

• 民間データセンターの地方分散への支援（北海道）
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民間団体からの主要な要望事項のポイント②
戦略産業の国際獲得競争に負けないイノベーション環境の整備

⚫ 研究開発拠点の立地やイノベーションの商業化促進

• イノベーションボックス税制など、海外と比べて遜色なく無形資産投資を後押しする税制措置（経団連・日商）

• 先端産業分野を中心とした民間の研究開発投資に対するさらなる支援（関西）

⚫ スタートアップ・エコシステムの創出

• 自治体とスタートアップとの連携事業に対する交付金や補助事業による支援の拡充（四国）

• オープンイノベーション促進税制の延長（四国）

優秀な人材確保・人手不足対応

⚫ 少子化対策に繋がる、地方における若者・女性の職場の拡大

• 地域の良質な雇用の受け皿としての中堅・ 中小企業の自己変革への挑戦支援、事業承継税制の恒久化（日商）

• 大都市圏への流出が続いている若者の地域定着に資する支援制度の拡充、実効性ある少子化対策（北陸）

• 地方大学・高専の機能強化（四国）

⚫ 人手不足対策としての省人化・自動化投資の促進

• デジタル化による省力化や合理化投資への支援の拡充（経団連、日商）

• 次世代の物流システム構築に向けた、機械装置・物流資材・ソフトウェア整備促進に関する投資促進（中国）

公的負担抑制による原資の確保

⚫ 人への投資・成長分野への労働移動

• 成長産業・分野等への円滑な労働移動の実現、雇用マッチング機能の強化（経団連）

• 海外人材誘致のための国際的な教育・子育て環境の整備（九州）

• 中小企業向け賃上げ促進税制の繰越控除措置（日商）

• 前向きな投資や賃上げに水を差さないよう、法人増税や社会保険料負担増への慎重な対応（日商） 19
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国内投資拡大のための官民連携フォーラム（2023年４月６日（木））総理締めくくり発言

⚫ これまでの政策的な後押しも受けて、全国で、地域ごとの個性を活かした具体的な投資が動き出していることを
確認した。経団連の十倉会長からは、昨年度の補正予算も受けて、国内投資拡大の取組が継続しており、
「2027年度に115兆円、政策強化で更なる高みへ」との意欲的な見通しをお示しいただいた。日商の小林会
頭からは、中小企業も、大いに投資・賃上げに取り組んでいることを示していただいた。

⚫ この春の賃上げについて、歴史的な高水準を記録しつつあるが、賃上げ原資の拡大につながる国内投資の拡大
こそが、この賃上げ機運を持続させていくカギとなる。

⚫ また、先週、「こども・子育て政策のたたき台」を発表したが、とくに若い世代の所得を増やす観点から、地方を中
心とした投資拡大は、良質な雇用を増やし、若者の結婚・子育ての希望を高め、少子化対策にも貢献する。投
資拡大・良質な雇用拡大は、こども・子育て政策を補完する重要な柱との位置づけ。

⚫ 「新しい資本主義」では、国が呼び水となって、GXやDXなどの社会課題の解決を成長エンジンとして、民間企業
の投資を呼び込んでいく。これらの分野では、世界規模での立地政策競争が始まっており、世界に伍していけるよ
うな取り組みが求められている。

⚫ 西村経産大臣が示したとおり、九州と近畿の半導体に対する官民による投資は、実際に好循環を生み出している。
こうした事例を横展開していきたい。政府による支援が「コスト」で終わらず、「投資」として効果を発揮するよう、
適切に執行していくことが重要。

⚫ 本日、産業界の方々から、予算だけでなく税制・制度面も含めた世界⽔準の投資促進策、戦略産業の国際獲
得競争に負けないイノベーション環境の整備、地域の良質な雇用を支える中堅企業の振興、省人化投資等の
人手不足への対応、といったご要望を頂いたところ。

⚫ こうした要望について、新しい資本主義を実現する観点から、関係省庁で積極的な対応を検討し、骨太方針や
成長戦略に反映することで、投資を拡大していく取組を実行していくこととしたい。


